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歳末たすけあい募金が始まります！
実 施 期 間　令和７年１２月１日～令和７年１２月３１日

　今年も共同募金運動の一環として、「歳末たすけあ
い運動」が実施されます。
　「誰もが安心して新しい年を迎えられるように」との
思いを込めて行われる募金です。
　二本松市でも、歳末の時期に皆様のご協力を得て、
さまざまな福祉活動を行ってまいります。

二本松市では、上記の事業を実施します。ご協力をよろしくお願いいたします！
インターネットからも募金できます→

歳末ささえ愛事業
児童扶養手当を受給している
世帯を対象に、助成金を通じ
て支援を行います。

地区社協支援事業
地域で歳末時期に行われる
福祉活動へ助成を通じて支
援を行います。
例）高齢者世帯への安否確
認訪問や各サロンが行う交
流会への支援。など
※活動内容は地域によって
異なります。

歳末高齢者・
障がい児・子育て
支援事業

市内で障がい児（者）・子
育ての支援活動を行ってい
る福祉施設・団体へ年末年
始の行事の開催に対する助
成を行います。

募金受付窓口
〇 本　　所（市役所安達支所内） ☎２３－７８６７
〇 岩代支所（岩代地域福祉センター内） ☎６５－２００３
〇 東和支所（市役所東和支所内）　　　 ☎６６－２５２２

歳末食料支援事業
市内の生活困窮世帯に対し、
食料品や生活用品を配布し生
活支援を行います。合わせて、
生活状況も伺いながら自立・
再建へのきっかけづくりを行
います。
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NPO法人あだたら青い空
こども食堂ハラクッチー エリカキッチン子ども食堂

あだたらPeace 子ども食堂 学校法人まゆみ学園 地域子育て支援センター Dｅn
まゆみこども食堂NEW

みんなが集う地域の憩いの場 「地域・子ども食堂」をご紹介
　社会福祉協議会では、地域食堂や子ども食堂の実施運営から地域課題の一つに取り上げられる「孤独・
孤立を抱えた人の居場所づくり」への理解を深め、地域の課題解決への一助となるため、昨年度に「子
ども食堂に学ぶ『人と人とがつながる居場所づくり講座』」を開催いたしました。
　この講座がきっかけとなり新たに開設したところも含め、二本松市においては4つの「地域・子ども食堂」
が定期的に開設されています。
　各メディアで見聞きするような「地域・子ども食堂」は、課題を抱えた子ども達のためのものだけではなく、
誰もが気軽に集える「みんなの居場所」のひとつで、食事をとりながら、様々な人と交流することで、孤独・
孤立感の解消につながることが期待できる社会資源です。
　今回は、身近で開設している「地域・子ども食堂」をご紹介いたします。また、社会福祉協議会では、
市民の方々からの共同募金や寄付金を活用して、このような活動への支援を行っていますので、気になる
方は、お気軽にご相談ください。

　「みんなで作り、みんなで食べる食育」を基本とし
て、平成29年から開設しています。こども食堂の他
にもキャンプ、農業、そば打ち、もちつきなど各種
体験の企画や中学生までの学習支援もあり、子ども
達が楽しめる内容が盛りだくさんの食堂です。また、
野菜などの食材提供や調理・見守りなどのボランティ
アを随時募集しています。

場　所：二本松福祉センター
開設日：月2回（日曜日）
料　金：無　料
問合せ：0243-24-1518

　おむすび屋「エリカキッチン」（油井字中ノ内）が、
多世代交流で得られる体験の場を目指しながら、「働
くお父さん・お母さんの応援」と「子ども達が安心
できる居場所を作りたい」との思いで、今年8月から
スタートしました。地域のみなさんの健康と笑顔のた
めに始めたお店の、温かく栄養満点な料理で笑顔の
輪が広がっています。

場　所：JR 安達駅西口前
開設日：毎月末（金曜日）
料　金：高校生まで無料　大人500円
問合せ：090-8252-6362

　今年7月から二本松市に住む子ども達や外国人の
親子が、学び、遊び、食事を通して安心して過ごせる
居場所を確保するとともに、国際交流により相互理
解を深めることを目的として開設しています。
　また、食材提供、寄付の受付、ボランティアなど
地域の皆様のご協力とご支援をお待ちしています。

場　所：二本松福祉センター
開設日：毎月第2土曜日
料　金：100円（小学生以上）
問合せ：090-2751-3606

　「食を通して子育てを支援したい」などの思いから
①『こども食堂テイクアウト』、②『プチカフェランチ・気
まぐれこども食堂』、③『こども食堂カレーの日』とニー
ズや要望により3つのこども食堂を実施しています。
　なお、提供している食事は「簡単レシピ」のため、
作り方の提供や保護者の方と一緒に作ることも可能で
す。

開設日なども含め、詳しくはお問合せ下さい。
料金：①1食200円
　　  ②、③高校生まで無料　大人200円
問合せ：0243-24-6745

事　前
予約制

事　前
予約制

事　前
予約制

事　前
予約制

NEW
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※サービスを利用するためには、介護保険や障害サービスの認定を受け、担当となるケアマネジャー
及び相談員にご相談ください。
※利用料金は、介護保険、障害サービスにより異なります。
介護保険では、要介護の方と要支援の方の利用料金にも違いがありますので、担当のケアマネ
ジャー及び地域包括支援センターの職員にお尋ねください。

㈲武藤測量事務所
建設コンサルタント・補償コンサルタント

二本松市油井字道田51番地4　TEL 0243-22-5382
営業所…伊達営業所・郡山営業所・福島営業所・川崎営業所

●川 崎 薬 草 園
（会津人参栽培研究会会員）
おたね人参（高麗人参）
蔓人参・日本山人参

●古美術 藤 和
（日本美術刀剣保存協会会員）
古美術買取ります
ご来店の際は本社もしくは
担当者までTEL下さい。
本社：0243-22-5382
担当：080-9256-8255

教えて！介護保険Ｑ＆Ａ
実際に介護保険事業所に問い合わせの多かった内容を紹介します！

「訪問介護」の質問です

ホームヘルパーが自宅に訪問し、身体介護や生活援助の支援をします。
身体介護とは、食事や入浴、排せつのお手伝いなどの身体の介助をします。
生活援助とは、住居の掃除、洗濯や買い物等の家事のお手伝いをします。

ヘルパーさんは、何をしてくれるの？Q
A

ヘルパーに何でもお願いできるわけではありません。
生活をする上で困難な部分のお手伝いをしますので、担当のケアマネジャーと
相談の上、必要な支援内容を決めていきます。

ヘルパーさんに何でも頼んでいいの？Q
A

あります。
（例） ・花木の水やり、庭の草むしり、窓のガラス拭き等の大掃除
 ・ご利用者様以外の家族のための家事　　　　　
 ・金銭や貴金属の管理
 ・リハビリや医療行為
 ・ご利用者様が不在の時の支援

ヘルパーさんが出来ないことはあるの？Q
A

　現在65歳以上の約５人に１人が、認知症高齢者と言われ、「認知症」は誰もが関わる可能性のある身近な
病気です。
　国の「新オレンジプラン」にある認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で
自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指し、本市においても専門機関や専門職を中心に
様々な活動に取り組んでいます。
　今回、地域包括支援センターにおいて開催している取り組みの一部をご紹介いたしますので、気になる方
や興味のある方は、お住いの地域の地域包括支援センターへお気軽にご相談ください。

いつまでも住み慣れた地域で
認知症と共生できる社会を目指して
いつまでも住み慣れた地域で
認知症と共生できる社会を目指して

地域包括支援センター
活動のご紹介

ご相談はお住まいの地域包括支援センターへどうぞ。
名　　　称 担　当　地　区 電　話　番　号

二本松第１地域包括支援センター
二本松第２地域包括支援センター
二本松第３地域包括支援センター
安達地域包括支援センター
岩代地域包括支援センター
東和地域包括支援センター

二 本 松 第 一 中 学 校 区
二 本 松 第 二 中 学 校 区
二 本 松 第 三 中 学 校 区
安 達 中 学 校 区
小 浜 ・ 岩 代 中 学 校 区
東 和 中 学 校 区

０２４３-６２-２２２３
０２４３-２４-５５６７
０２４３-６２-７５２０
０２４３-２３-８２６７
０２４３-２４-５２７２
０２４３-６１-７１００

認知症予防教室
　脳の健康を守るには、早めの対策と日々の実践が大切で
す。運動・栄養・睡眠・社会参加などをテーマに、認知機能低
下を防ぐ生活習慣を分かりやすくお伝えしています。また、
講話だけでなく「自分にできる予防行動」を考えるワークや
体操・運動、振り返りを通して、実践につながる構成を重視
しています。

オレンジカフェ
　認知症の方、ご家族、地域住民、専門職らが気兼ねなく集
い、交流・相談・情報交換をする場です。お茶を囲みながら、
認知症のこと、日々の工夫、介護の悩み、思い出などを語り
合います。専門職がさりげなく支え、「語る・聴く・支える」関
係を育むゆったりした時間を提供します。

認知症サポーター養成講座
　認知症の人やその家族を地域で見守る“応援者”を育てる
のが認知症サポーター養成講座です。認知症の基礎、対応方
法、地域支援ネットワークを学び、オレンジリングをお渡し
します。受講者には「自分の地域で何ができるか」を考えて
もらい、地域に「認知症にやさしい見守り文化」を広めるこ
とを目指します。
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体操・運動、振り返りを通して、実践につながる構成を重視
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認知症のこと、日々の工夫、介護の悩み、思い出などを語り
合います。専門職がさりげなく支え、「語る・聴く・支える」関
係を育むゆったりした時間を提供します。
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　認知症の人やその家族を地域で見守る“応援者”を育てる
のが認知症サポーター養成講座です。認知症の基礎、対応方
法、地域支援ネットワークを学び、オレンジリングをお渡し
します。受講者には「自分の地域で何ができるか」を考えて
もらい、地域に「認知症にやさしい見守り文化」を広めるこ
とを目指します。
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現調・お見積 もちろん無料 お気軽にお問合せ下さい
大工（建築士）がいる TEL 0243-22-1241

二本松市亀谷2-211-1
株式
会社岡 商 店

小さな修繕・大工仕事など
住まいのお困りごと お任せ下さい

手すりの取り付け、引き戸の建付け直し
ノブの不具合調整、床のきしみ解消、バリアフリー

小さな修繕からリフォームまで
丁寧に対応させて頂きます

　１０月２３日（木）に会津若松市において開催された「第7９回福島県社会福祉大会」席上で、社会
福祉のために貢献された次の方々に対し、表彰状及び感謝状が贈られました。誠におめでとうござい
ます。

○福島県知事感謝（ボランティア功労者）
　・岩代童謡唱歌をうたう会 様（岩　代）　
　・おはなし玉手箱 様（東　和）　　　　　
　・東和絵手紙の会 様（東　和）
　・東和方部更生保護女性会 様（東　和）
　・二本松市健康推進員会東和支部 様（東　和）

第79回 福島県社会福祉大会

　10月21日（火）猪苗代町において「第7３回福島
県身体障がい者福祉大会」が開催され、障がい者福
祉活動に貢献された次の方々に対し、感謝状が贈ら
れました。誠におめでとうございます。
〇自立更生者表彰
　・渡邉　幸子　様（岳　下）
　・佐藤　よし　様（岩　代）

〇加盟団体運営協力者表彰
　・渡辺　テルミ　様（岩　代）

第73回 福島県身体障がい者福祉大会

☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆
※障がい者、18歳以上の障がい・難病・メンタル不調のある方

ー身元保証・生活支援・葬送支援事業ー
施設・賃貸住宅への入居、入院時の身元保証や

日常生活からもしもの時まで
「家族の代わり」としてサポートします！

ご予算や必要に応じて支援の選択もできます。お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071

障がい者を支えるお仕事募集 （例）パソコン入力、清掃、除草、ポスティング等
　　軽作業 お気軽にご用命ください

〇福島県社会福祉大会会長表彰
　（ボランティア功労者）
　・二本松観光ボランティアガイド協会 様（二本松）

〇福島県社会福祉大会会長表彰（永年勤続功労者）
　・松坂　優　様

○福島県社会福祉大会会長感謝（ボランティア功労者）
　・二本松婦人会 様（二本松）
　・お話し相手ボランティア二本松 様（二本松）
　・とうわ介サポの会 様（東　和）
　・津軽三味線ことぶき 様（東　和）
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セットホーム ☎0120-606-700㈱吉田設備　二本松市渋川字二本柳33-1

最新式トイレは「節水×お手入れラクラク」で
快適さが段違い
キャンペーン中は
12月末までのお申込みの方限定で、通常よりお安い価格でのご提供をいたします！

今すぐお電話ください！

ご好
評のため

冬も
延長

水漏れ・臭い・掃除の手間•••
その悩み、この冬で解決！ 

　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

令和７年９月１日～令和７年１０月３１日

二本松NOK株式会社 様（宮戸）
杉田地区社会福祉協議会 様（西町）
あぶくま歌謡 様（木幡字鶴巻）
二本松市赤十字奉仕団 様（金色）
杉田４区婦人会 様（姫子松）
杉田地区老人クラブ連絡協議会 様（杉田町）
二本松方部あだたらクラブ女性部 様（亀谷）
福島ヤクルト販売株式会社 様 ヤクルト親交会 様（福島市）
東邦銀行 二本松支店　ちょうちん祭実行委員 様（本町）
（その他、匿名４名）

団体

作：三浦清英（岩代）

個人
（故）田中　祐司 様（上川崎字京瀬）　大内　三郎 様（宮本）
（故）安齋アヤ子 様（根崎）　　　　服部　和代 様（針道字堤埼）
（故）尾形　　泰 様（吉倉字下古屋）　伊藤ハツ子 様（油井字古屋敷）

二本松NOK株式会社 様 あぶくま歌謡 様

東邦銀行二本松支店 ちょうちん祭実行委員 様 二本松方部  あだたらクラブ女性部 様
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INFORMATION ～インフォメーション～

相談・お申し込み窓口

◆本所　　　生活相談係（二本松・安達地域） ☎０２４３－２３－８２６２
◆岩代支所　（岩代地域） ☎０２４３－６５－２００３
◆東和支所　（東和地域） ☎０２４３－６６－２５２２

※日本学生支援機構の奨学金や母子・父子・寡婦福祉資金貸付金、福島県奨学生制度、日本政策
金融公庫等からの貸付を利用できる場合はその貸付が優先となります。利用できる他制度に
ついては条件等も異なりますので、お子さんの通学する学校にもご相談ください。
※原則として、修学する本人が資金の借受人になり、世帯の生計中心者が連帯借受人となり申
し込みます。
※手続きには約１ヶ月かかります。まずは、お電話にてお早めにご相談ください。

生活福祉資金「教育支援資金貸付制度」のご案内
　福島県社会福祉協議会では、他の貸付制度が利用できない低所得世帯を対象に、高校、専門学
校、大学等への就学に必要な経費の貸付を行っています。相談及び申込窓口は市町村社協と
なっていますので、当協議会本所及び各支所へご相談ください。

◇入学に際し必要な経費
　入学金、制服、教科書等の
入学時に学校に納入する経費

就学支度費

貸付資金の種類 対 象 経 費 貸 付 限 度 額

教育支援費

500，000円以内

◇修学に必要な経費
　授業料、参考書、学用品、交
通費（通学定期代）、賃貸ア
パート家賃など

①高等学校（専修学校高等課程含む）… 月額35,000円以内
②高等専門学校 ……………………… 月額60,000円以内
③短期大学（専修学校高等課程含む）… 月額60,000円以内
④大学 ………………………………… 月額65,000円以内

日　　時　〇基礎編　1月16日（金）14：00～16：00　〇実践編　1月23日（金）14：00～16：00
場　　所　二本松福祉センター3階　第１会議室
講　　師　福島学院大学　志村　敬親　氏
参 加 費　無料
申込方法　社協に電話又はメールで申込ください。
　　　　　Tel  0243-23-7867　e-mail  chiiki10@nihonmatsushisyakyo.or.jp

令和７年度赤い羽根「被災地住民支え合い活動助成事業」の応募受付の終了について
令和７年度被災地住民支え合い活動助成事業は、11月28日をもって令和７年度の受付を終了します。

傾聴ボランティア養成講座
　傾聴とは、相手に寄り添って話を「聴く」技術です。
　様々なボランティア、サロン活動、仕事や日常生活のコミュニケーションにも生かせる聴くコツを
学ぶことができます。
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